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9 月 20 日厚生労働省のがん対策推進協議会に出席しました。  今回は協議会における

検討の進め方について主に議論をしました。 事前に各委員から意見が出され、大きな方向

性として「全ての患者が尊厳を持った生き方を選択できる社会の構築」が確認されました。  

私からは小児がん対策として 

・小児科医と成人専門医との連携など長期フォローアップ体制の確保 

・教育現場における小児がんに関する知識の普及などを意見として出しました。  

協議会の門田会長からは基本計画の 1 期目はがん医療の全国均てん化など量的な目標を

目指す内容だったが、2 期目には質的な目標、社会体制の中でのがん対策が大事だとの

考えが示されました。  

国民の意識向上を目指し、患者家族も医療者、行政からの受身だけではなく患者自身に出

来ること、自分らしさと尊厳をもてるようにしたい。がんによって生きる喜び、家族の愛、人と

人のつながりの大切さなど幸せに生きられる方策、社会を目指したい。 

  

緩和ケアを実践する医師からは、日本は痛みをとる治療法が遅れている。欧米では麻薬鎮

痛剤によりホスピスでも娯楽を楽しんでいる。どんながん治療を選択しても幸せに生きる道は

ある。  

また、23 歳で子宮頸がんを患った委員からは若い世代 ＡＹＡ世代のがん患者は、就職、

恋愛、結婚、出産など乗り越えなければならない壁が多くある。社会全体が変わらないとい

けない。  

さらに会議には文部科学省も参加して文科省のがん対策検討委員会報告がありました。 

今後は小中高校で教科書にがん対策について載せていくと言うことで、具体的な教科書の

イメージが示されました。その内容は、がんは生活習慣病のひとつということです。 

  

私からは、生活習慣でがんにならないよう教科書に記載することはいいことだが、今は小児

がんは治る時代になり復学するケースも多い。その子たちが教科書によって偏見で見られる

ことがないように、小児がんは原因不明でなることを記載するように申し入れました。 

 
 
＜第２１８回 ８／１１ ほほえみの会＞ 
４人が参加しました。 
 
▽ 小学 2 年男の子、急性リンパ性白血病。5 回の化学療法をしてきたがリスクが高いタイプ

で骨髄移植をすることになった。幸いドナーは見つかったが、骨髄移植についての知識

もなくこれからどうなるのか不安。本人も調子が悪く無言になったり、看護師さんに暴言を

吐いたりストレスが溜まっているようだ。 

                           
  突然の入院生活でストレスが溜まるのは当然だろう。治療の先に何か楽しいことを親子で

イメージして行ったらどうだろうかと言う意見も出ました。 
 
＜第２１９回 ９／８ ほほえみの会＞ 
４人が参加しました。 
 
▽ 小学 4 年男の子、グリオーマ脳腫瘍。今年 4 月に歩き方がおかしいと思ったが、翌日は

なんともない。5 月にはいるとお母さんが 3 人見えると言って意識が朦朧としてきた。  

救急車で大学病院へ行ったが偏頭痛だと言って帰される。その後こども病院へ来て  

病気が分かる。 
  後になって、大学病院でも 3 年前から病気が分かっていたことが分かる。許せない。 
  でもこども病院の脳外科がいい先生でよかった。 
  本人は元気だが、時折ヒステリーでパニックとなる。病棟から逃げ出したりガラスに頭を 

ぶつけたり。外泊しても多動性で動き回る。 
学校の対応も良くなく、先生から暴言、他の親からも嫌がらせを受ける。 
なぜうちの子ばかりがこんなことになったのか。自分はこの子に何が出来るのか。 
この状況をどう受け止めたらいいのか分からない。でも親が泣いていても子どもの病気は 
治らないので前を向いて頑張る。 

 
▽ がんの子どもを守る会「のぞみの会」静岡支部の方が見えました。のぞみの会自体が寄

付金などが減っていて助成金もなく、静岡支部の活動も休眠状態になっている。今後ど

う活動をしようか悩んでいるということです。 
 
＜第２２０回 １０／１３ ほほえみの会＞ 
7 人が参加しました。 
 
▽ 3 歳男の子、骨髄性白血病。生まれた時から病弱で、血液の病気になる可能性を言わ

れていたので衝撃はなかったが残念。病名のイメージが悪いので親としては不安だが、

病棟にはボランティアの人や犬、ナースも非常に良くしてくれるので本当にありがたい。 
 
▽ 1 歳 10 ヶ月、骨髄性白血病。風邪で近くのクリニックに行ったが良くならず、血液検査を

したところそのままこども病院へ。抗がん剤治療を始めたが、今後が不安。母親から離れ

られない子で夜も泊り込んでいる。 
 
▽ 年会費１０００円の納入をお願いします。振込み手数料の安い「郵便局の振替口座」を

ご利用ください。  加入者名 ほほえみの会   口座番号 ００８７０－３－１５８９７６ 
 

 

１１月１０日(日)  午前 11時からです  
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